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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」
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10年間の「まちづくり構想」と5年間の「まちづくり基本計画」

まちづくり構想

まちづくりを進める上で共有し
ていく、尼崎らしいまちづくり
のビジョン （展望）

まちづくり基本計画

今後のまちづくりの取組方針等
を示す最上位の行政計画

（計画期間：5年）

【社会潮流】

・人口減少・コミュニティ・脱炭素・

デジタル・産業・災害・コロナなど

【本市の状況】

・ファミリー・市のイメージ・利便性など

【ありたいまちと基本的視点】

・めざすまちの姿・まちづくりの進め方

【主要取組項目】

・優先的・集中的に取り組む項目

【施策別取組】

・13の施策別の取組の方向性

【行政運営】

・協働・組織・行財政の計画

（計画期間：10年）
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令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

第
６
次
総
合
計
画

中
間
点
検
結
果
報
告
書
作
成

１月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
諮
問

３月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
答
申

５月

後
期
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
議
決

６月

第
６
次
総
合
計
画
始
動

４月

総合計画の推進、計画期間PDCAについて
総合計画審議会において点検

後期まちづくり
基本計画策定

後期まちづくり基本計画策定に向けたスケジュール
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開催予定

※ 開催時期・開催回数は変更の可能性あり

Ｒ８～

11月 12月 １月－３月 後期策定へ

総会 全体での検討
中間点検結果

案を確認

中間点検結果

案を最終確認

専門部会 13施策・行政

運営確認①

13施策・行政

運営確認②

13施策・行政

運営確認③

市民・有識部会 13施策・行政

運営確認①

13施策・行政

運営確認②

ひと咲きまち咲き
あまがさき推進会議

（幹部職員）
点検作業開始

中間点検結果

案を確認

ひと咲きまち咲き
あまがさき推進会議（PT）

（企画管理課長等）

中間点検結果

案を確認

令和７年度

４月－10月

令
和
８
年
１
月

中
間
報
告
書
策
定

令
和
８
年
３
月

後
期
計
画
諮
問
あ【当面のスケジュール】

（時間はいずれも18︓30〜20︓30）

① 第2回専門部会 6/2
② 第3回専門部会 6/18 
③ 第4回専門部会 6/25  
④ 第2回市民・有識部会 6/30
⑤ 第3回市民・有識部会 7/16



総合計画審議会の構成（各部会の役割）
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総会

専門部会 有識部会 市民部会
【委員】

・大学教員等、各分野の専門家で構成

【検討内容】

・構想・基本計画の点検

・評価手法の検討、指標の設定

・施策分野ごとの内容確認・検討など、

行政や政策に関する専門性を要する

内容を中心に検討いただく。

市民・有識部会として

一体的に運用も

【委員】

・産官学金労言の代表者で構成

【検討内容】

・各分野の立場から意見をいただく

・専門部会とは異なり、それぞれの

立場から知見を提供いただき、

意見をお聞きする。

【委員】

・公募で選ばれた市民で構成

【検討内容】

・市民の立場からまちで暮らす実感

やどんなまちにしていきたいか、

といった市民感覚等を中心に意見

をお聞きする。

庁内検討会議
※ 別途設置・運営

総会【全委員】

・全体の進行管理

・部会の議論のまとめ、共有
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進め方
【本日お願いしたいこと】

・第6次総合計画の点検をお願いします。
・令和7年度まで点検を行い、令和8年度から「後期計画の策定」を進めていく予定です。
・今回で「修正内容」まで決める必要はなく、再検討が必要な箇所の洗い出しとお考え下さい。
・今日取り上げるのは、P.46-53「施策１~施策4」とP.73-74「行政運営1」です。

【専門部会と市民・有識部会の役割分担について】
＜市民・有識部会＞
・尼崎での生活や活動を通じて感じることを基に、計画が実感に合うか等を確認
・感覚や経験に基づいて、感覚とのズレ・記載がない新たなニーズ等にコメントをいただく

＜専門部会＞
・それぞれのご専門の分野の観点から、計画の内容が適切か等を確認
・アップデートや追記・修正が必要と思われる個所にコメントをいただく
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お願いしたいこと
【いただきたいコメント】

「現状と課題」にある項目について、
・最近の社会背景、社会の動向
・新たな課題やトピック
・記載内容に必要なアップデート
・課題解決における注意点・・・
などの視点からコメントやご意見をお願いいたします。

【個別事業への問いついて】
・市の課題に対する取組や取組の進捗状況
・個別の事業の実施状況・・・ については、
各論の議論となるため、今回の点検の対象外とさせていただきます。
詳細の記載内容については、令和8年度の策定段階で審議いただきます。

【事務局からの情報提供】
・現総合計画策定後、国の法改正、審議会等で近年議論されている内容
・骨太の方針など、国の取組の方向性を示したもの ・・・など
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施策の点検方法について

1.現状と課題
策定時点の本市の現状と課題について記載

しています。

①事務局説明
まず事務局から、現状と課題の項目につい

て簡単に説明します。必要に応じて、近年の
国の動向や法改正、国での議論等、直近の話

題等があればご説明します。

②いただきたいコメント
「現状と課題」にある項目について、

・最近の社会背景、社会の動向

・新たな課題やトピック

・記載内容に必要なアップデート
・課題解決における注意点・・・など

2.施策の展開方向／3.代表指標
施策の展開方向については、今後、内部で

施策の分類や方向性、評価手法等を検討させ

ていただき、令和８年度の後期計画策定段階
で、ご審議いただければと考えています。

指標の設定や評価手法については現在検討
中です。また別途ご審議いただきますが、現

時点でご意見やコメントがあればお願いしま
す。

※ 展開方向や指標は今後変更の可能性がある

ため、別途審議させていただきます。



本日の点検内容

１．施策01~施策04 （P.46〜P.53）

２．行政運営1-1,1-2（P.73~P.74)

３．その他

４．閉会
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本日の点検内容（タイムテーブル）

１．開会 18:30-18:35
２．施策01 18:35-18:55 （20分）※１施策 20分

施策02 18:55-19:15 （20分）
施策03 19:15-19:35 （20分）
施策04 19:35-19:55 （20分）
行政運営1-1 19:55-20:05 （10分）※ 行政運営 10分
行政運営1-2 20:05-20:15 （10分）

３．その他 20:15-20:30
４．閉会 20:30 終了
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施策01〜04
（P.46~P.53）
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施策１（20分）

【現状】

① 自治のまちづくりの推進

② シチズンシップの向上と

シビックプライドの醸成

③ 地域振興体制の再構築

④ 学びと活動の拠点整備

⑤ 地域資源を生かした文化振興

⑥ 歴史博物館の開館

⑦「スポーツのまち尼崎」に向けて

【課題】

① 地域コミュニティの醸成に向けた取組

→ SNSの発展・ライフスタイルの多様化

② まちに学びをまき起こす

→ プラットフォーム機能の充実

③ 文化・歴史・スポーツに触れる機会増加

→ 施設の管理・運営体制の充実

④ 博物館・図書館・公文書館の有機的連携

→ 有機的な連携が必要

【最近の社会課題等】

① SNS等での違法情報ガイドラインの策定(情報流通検討会/2025/総務省)

プラットフォームサービス研究会報告書（2025/総務省）

② 孤独・孤立対策法/全世代の孤独・孤立を支援（2024/内閣府）

③ 公的オンライン支援（ひきこもりVOICE STATION）

④ SNS・匿名相談の推奨（内閣府 孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム）

※ 孤立対策になる新たなSNSの登場（匿名で悩みを共有できる「Gravity」など）

⑤「こどもの居場所づくりに関する指針」（2023/こども家庭庁）

⑥「全世代参加型の地域コミュニティ」「多世代交流の場づくり」（2024骨太）

⑦ デジタル庁の「地域幸福度（ウェルビーイング）指標」にて、

「地域とのつながり」が「幸福度」と相関。（以下、「WB指標」とする。）



施策１（20分）
【参考：「地域コミュニティ」に関連するデジタル庁のウェルビーイング指標】(数値は上位指標との相関係数）

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

・町内会・自治会加入率

・地域活動の参加率

・地域ボランティア団体数

・地域イベント開催数

・町内会・自治会加入率

・地域活動の参加率

・地域ボランティア団体数

・地域イベント開催数

・外国人住民比率

・障害者雇用率

・多様性関連の相談・苦情件数

・男女共同参画推進状況

・行政窓口の利用件数

・行政サービスの満足度調査結果

・行政相談件数

・地域行政のデジタル化率

・公園・広場の面積

・公共空間の利用者数

・公共空間の清掃回数

・公共空間における犯罪・事故件数

・地域行政のサービスに満足しているか

・行政に相談しやすいと感じるか

・行政情報が分かりやすく提供されていると感じるか

・地域の人と助け合えていると感じるか

・地域活動（町内会など）に参加しているか

・地域の人とあいさつや会話をする機会があるか

・自分の地域は多様な人を受け入れていると感じるか

・地域に差別や偏見が少ないと感じるか

・自分が地域で受け入れられていると感じるか

・公園や広場など公共空間を使いやすいと感じるか

・公共空間が安全だと感じるか

・公共空間が清潔に保たれていると感じるか

地域の
人間関係

多様性と
寛容性

地域行政

地域との
つながり

①現在の幸せ（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.58）

・地域の人と助け合えていると感じるか

・地域活動（町内会など）に参加しているか

・地域の人とあいさつや会話をする機会があるか

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

①現在の幸せ（0.52）

③地域の暮らし満足度（0.60）

②町内の幸福度（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.62）

②町内の幸福度（0.65）

①現在の幸せ（0.54）

公共空間

地域の
人間関係

生活環境
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施策２（20分）

【現状】

① 人権文化いきづくまちの実現に向けて

② 人権啓発の推進による人権意識の高揚

③ 男女共同参画の推進

④ 外国籍住民の増加と暮らしやすさの

環境整備

⑤ 市職員・教職員などへの人権研修

【課題】

① 人権への理解の深化

② 多様化する人権問題への対応

③ 性の多様性を前提とした社会の実現に

向けた施策の推進

④ 多文化共生社会の実現に向けた取組の

さらなる推進

⑤ 施設整備や情報保障などの取組の推進

⑥ 顕在化する子どもの人権問題

⑦ 市職員・教職員などのさらなる人権

意識の高揚

【課題の内容】

→ 性別による固定的役割分担・少数者

→ 外国籍住民と日本人との相互理解

→ 虐待やいじめなど子どもの人権問題

【最近の社会課題等】

① 女性版骨太の方針/女性活躍の推進/所得向上/尊厳と安心・安全等(2024/内閣府)

・女性の登用/役員比率/起業家/柔軟な働き方/正社員化/スキル習得/賃金格差解消/

② LGBT理解増進法/自治体等に施策推進や相談体制整備の努力義務（2023/内閣府）

③ 入管法改正 外国人労働者の保護・在留資格制度見直し（2024/法務省）

④ こども基本法の策定

子どもの権利保障・差別禁止・意見尊重・最善の利益・切れ目ない支援・こども大

綱策定（2023/こども家庭庁）

⑤「人権・多文化共生」は、WB指標「町内の幸福度」と相関。



施策２（20分）

【参考：「人権・多文化共生」に関連するウェルビーイング指標】

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

地域の人
間関係

多様性と
寛容性

②町内の幸福度（0.58）
・地域が多様な人を受け入れていると感じるか

・差別を感じることが少ないか

・外国人住民比率

・多様性関連苦情件数
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施策３（20分）

【現状】

① 次代を生き抜く力をはぐくむ「尼崎市教育

振興基本計画」の策定

② 本市独自の「あまっ子ステップ・アップ

調査事業」の実施

③ 習熟度に応じ課題を出題できるデジタル

教材の活用

④ 豊かな心の育成、いじめ防止、体罰根絶

⑤ 地域全体で子どもの成長を支える仕組みづくり

⑥ 安全・安心に学習できる教育環境の整備

【課題】

① 確かな学力の保証

② インクルーシブ教育システムの

構築

③ いじめ・体罰などへの対応

④ 学校と地域の連携のさらなる推進

⑤ 教育が児童生徒と向き合う時間

の確保

⑥ ICT活用指導力の向上

⑦ 学校園施設の老朽化対策

【最近の社会課題等】 ※①～⑦は全て中教審答申に盛り込まれた内容となる。

① 学力向上:「学力向上のための基盤づくり～その考え方と実践例～」(2024・文科省指針)

※ 家庭学習や読解力・情報活用能力の強化/学習環境の整備/学校・家庭・地域の連携など

② インクルーシブ教育: 多様性を尊重し共に学ぶ体制の整備 (2024・文科省方針)

※ 障害や国籍によらず学べる教育環境整備/日本語指導や合理的配慮/多様な学びの場の確保

③ いじめ・体罰: 体罰禁止と防止指針の明確化 (2024・学校教育法・文科省指針など)

④ ICT:「NEXT GIGA（2024～2028）」1人1台端末/デジタル教科書導入など (2024・文科省指針)

⑤ 学びの質: 個別最適な学びと協働的な学びの両立 (2024・文科省方針)

⑥ 教育の質保証: 学校教育法改正による質保証の強化 (2024・学校教育法改正)

⑦ 教員の働き方改革: 業務量適正管理指針の策定 (2024・文科省指針)



施策3（20分）

【参考：デジタル庁の「学校教育」に関連するウェルビーイング指標】

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

子育て ①現在の幸せ(0.50)
・子育て支援サービスに満足している

・子どもが安心して遊べる場所がある

・保育所・学童保育の定員充足率

・待機児童数

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

生活環境

初等・
中等教育

①現在の幸せ(0.65)

②地域の暮らし満足度(0.61)

③町内の幸福度(0.58)

④周囲の楽しい気持ち(0.55)

・子どもの学校教育環境に満足している

・学校の先生やスタッフの対応に満足している

・子どもが安心して通える学校がある

・学校の設備やICT環境に満足している

・学級あたり児童生徒数

・教員1人あたり児童生徒数

・小中学校の耐震化率

・小中学校のICT端末整備率

・学校のバリアフリー化率
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施策４（20分）

【現状】

① 妊娠期から子育て期にわたる切れ目の

ない支援

② 保育環境の整備

③ 子どもの人権尊重

④「いくしあ」と連携した児童相談所の設置準備

⑤ 青少年が社会性をはぐくむための取組

【課題】

① 妊産婦の孤立と支援ニーズ多様化

② 待機児童の解消

③ 多様な支援主体との連携

④ 子どもの権利擁護と青少年支援

⑤ 児童福祉に携わるさまざまな人材

の育成

【最近の社会課題等】

① 妊産婦の孤立・支援: 妊娠・出産期からの切れ目ない支援と孤立防止

こども家庭センターの設置（児童福祉法改正/2022・こども家庭庁）

（産前・産後サポート事業ガイドライン/妊産婦等生活援助事業ガイドライン/2024・こ家庁）

② 待機児童解消: 地域ニーズに応じた保育体制整備や財政支援を拡充。待機児童ゼロを目指す。

(保育政策方針/2024・こ家庁)

③ 子どもの権利擁護: こどもの権利保障と成長支援を社会全体で推進

(こども基本法・こども大綱/2024・こ家庁)

④ 青少年支援:ヤングケアラー等、困難を抱える若者の相談・自立支援を強化

(こども・若者育成支援推進法/2024・こ家庁)

⑤ 児童福祉人材の育成: 児相等の人材確保・専門性向上

(2024・子ども・子育て支援法・基本指針改正)



施策4（20分）

【参考：デジタル庁の「子ども・子育て支援」に関連するウェルビーイング指標】

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

①現在の幸せ(0.70)

②地域の暮らし満足度(0.66)

③町内の幸福度(0.62)

④周囲の楽しい気持ち(0.60)

・自分や家族が学び直しや多様な教育機会を得られるか

・学級あたり児童生徒数

・教員1人あたり児童生徒数

・小中学校の耐震化率

・小中学校のICT端末整備率

・学校のバリアフリー化率

・保育所・学童保育の定員充足率

・待機児童数

・大学等進学率

・社会人のリカレント教育受講率

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

生活環境

初等・
中等教育

①現在の幸せ(0.65)

②地域の暮らし満足度(0.61)

③町内の幸福度(0.58)

④周囲の楽しい気持ち(0.55)

・子どもの学校教育環境に満足している

・学校の先生やスタッフの対応に満足している

・子どもが安心して通える学校がある

・学校の設備やICT環境に満足している

子育て ①現在の幸せ(0.50)
・子育て支援サービスに満足している

・子どもが安心して遊べる場所がある

自分らし
い生き方

教育機会
の豊かさ



行政運営
（P.73~P.74）
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行政運営１-１（10分）

【現状】

① 情報公開に向けた取組の推進
② 公文書の適正管理と歴史的公文書の利用促進
③ 市政への参画の促進
④ 尼崎版シティプロモーションの推進

【トピックなど】

① まちのイメージが良くなったと感じている市民の割合

R3: 55.7% R4: 60.5% R5: 63.7%（H28: 42.6%から向上）

【課題】
① 効果的な情報共有への取組
② 政策提言機会のさらなる充実
③ 都市イメージの向上に向けた情報発信

【課題の内容】

→ 行政データの共有・発信

→ 行政データへのアクセス

→ 市民の意見聴取の方法

→ より丁寧な合意プロセス

→ 尼崎ならではの魅力発信

→ 効果的な広報媒体の検討

【最近の社会課題等】

① 行政の情報公開と運用改善（2024・情報公開法/総務省行政管理局報告）

② 自治体システム標準化やデータ利活用、EBPM強化（2024・標準化法/デジタル庁重点計画）

③ 市民意見聴取・市民参加

オンライン請願や市民参加型プラットフォーム・市民参画拡充

（2024・内閣官房/デジタル庁/EBPMアクションプラン）

⑤ 行政・公共サイトのウェブアクセシビリティ強化（2024・総務省ガイドライン）。

⑥ SNSなど自治体の魅力発信・プロモーション事業の推進（2024・観光庁/自治体方針）



行政運営1-1（10分）

【参考：「行政データ・情報発信」に関連するウェルビーイング指標】

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

・行政や地域情報へのデジタルアクセス
  のしやすさに満足している

・行政データポータル利用件数

・公共Wi-Fi設置箇所数

・地域活動やまちづくりに市民の意見が
　反映されていると感じる

・市民参加の機会が十分にあると感じる

・パブリックコメント件数

・市民参加型ワークショップ開催数

・住民投票・意見募集の実施回数

地域行政 ※ 0.50を越える項目なし
・自治体の行政サービスや情報公開に満足している

・行政手続きのしやすさに満足している

・オープンデータ公開件数

・行政情報発信件数

・自治体ウェブサイトの更新頻度

都市景観

①現在の幸せ(0.58)

②地域の暮らし満足度(0.55)

③町内の幸福度(0.53)

・地域の魅力や景観に満足している

・地域の良さを実感できる情報が多い

・自治体SNSフォロワー数

・観光・移住PRイベント開催数

・地域プロモーション動画公開数

地域の人
間関係

地域との
つながり

①現在の幸せ(0.56)

②地域の暮らし満足度(0.52）

④周囲の楽しい気持ち(0.50)

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

生活環境

デジタル
生活

※ 0.50を越える項目なし
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行政運営１-２（10分）

【現状】

① 市民提案制度など協働による取組の推進

② 地域とともにある職員づくりの取組

【課題】

① 庁内連携のさらなる強化

② パートナーシップの向上

③ 職員の意識改革への取組の継続

【課題の内容】

→ 庁内連携の推進

→ 市民提案制度の活用

→ パートナーシップ向上

→ 地域とともにある職員

【最近の社会課題等】

① 公務員の副業・パラレルキャリアの推進

地域活動・社会貢献活動参加を後押し(地方公務員の働き方に関する分科会/2024・総務省)

地域貢献型の副業の推進（骨太の方針/2023・2024・内閣府）

②「指定地域共同活動団体制度」の新設（2024・総務省）

※ 指定地域共同活動団体制度

・地域団体等が自治体とともに公共サービスを担う新たな枠組み。

・自治体が指定した団体は、行政の支援や業務委託、行政財産の貸付など優遇可能。



行政運営1-2（10分）
【参考：「協働のまちづくり」に関連するウェルビーイング指標】※施策01「地域コミュニティ」と同一

4つの最上位指標 群 因子 因子と幸福度との相関 主観指標（アンケート設問） 客観指標（KPI）

・町内会・自治会加入率

・地域活動の参加率

・地域ボランティア団体数

・地域イベント開催数

・町内会・自治会加入率

・地域活動の参加率

・地域ボランティア団体数

・地域イベント開催数

・外国人住民比率

・障害者雇用率

・多様性関連の相談・苦情件数

・男女共同参画推進状況

・行政窓口の利用件数

・行政サービスの満足度調査結果

・行政相談件数

・地域行政のデジタル化率

・公園・広場の面積

・公共空間の利用者数

・公共空間の清掃回数

・公共空間における犯罪・事故件数

・地域行政のサービスに満足しているか

・行政に相談しやすいと感じるか

・行政情報が分かりやすく提供されていると感じるか

・地域の人と助け合えていると感じるか

・地域活動（町内会など）に参加しているか

・地域の人とあいさつや会話をする機会があるか

・自分の地域は多様な人を受け入れていると感じるか

・地域に差別や偏見が少ないと感じるか

・自分が地域で受け入れられていると感じるか

・公園や広場など公共空間を使いやすいと感じるか

・公共空間が安全だと感じるか

・公共空間が清潔に保たれていると感じるか

地域の
人間関係

多様性と
寛容性

地域行政

地域との
つながり

①現在の幸せ（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.58）

・地域の人と助け合えていると感じるか

・地域活動（町内会など）に参加しているか

・地域の人とあいさつや会話をする機会があるか

①現在の幸せ

②地域の暮らし満足度

③町内の幸福度

④周囲の楽しい気持ち

①現在の幸せ（0.52）

③地域の暮らし満足度（0.60）

②町内の幸福度（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.58）

③地域の暮らし満足度（0.62）

②町内の幸福度（0.65）

①現在の幸せ（0.54）

公共空間

地域の
人間関係

生活環境



その他
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事務局の課題認識

◎13の施策に分かれているが一部の施策は全ての施策と関連する。
◎例えば「地域コミュニティ」「人権」など。
◎施策を分けることで「地域や人権とは関係ない」と誤解しないか。
◎「地域」「人権」など、普遍的なテーマは、全ての施策に盛り込

めないか。
◎各施策における「地域」、各施策における「人権」など。
◎令和8年度の策定の段階で議論したいと考えていますが、

現時点でお考えがあればコメントいただきたい。
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以 上
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